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Ⅱ 実施計画の構成とコンセプト 

１ 第４次総合計画の体系と実施計画の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目 的 

21世紀に歩む道筋をつける 

市民生活の最大満足を図る 

基本的視点 

ともにまちをつくる、協働の時代へ 

｢市民が担う公共性｣を再生する 

パートナーシップによる共生の時代へ 

持続的発展ができる都市へ 

量的拡大整備でなく、 

生活・公共空間の質的向上を目指す 

施策の連携と総合性の追求 

環境を守り、育て、伝えていくまち 

生活者の視点でつくる住みやすいまち 

働きやすく、にぎわいと活力のあるまち 

ひとを大切にする自立と共生のまち

地方分権・市民自治のまち 

 
基

本

目

標 

新
し
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
新
規
施
策
と
持
続
可
能
な
市
政
運
営 

４つの地域資源の活用 

歴史・文化 

豊かな自然環境 

伊丹空港 

総合的な市民力 

５つの視点からの重点的な取組み 

支え合いでつくる｢安全・安心｣のまちを実現 

伊丹の未来を託す｢人づくり｣を実現 

自立と創造による｢オンリーワン｣を実現 

地域資源を最大限いかし｢活気あふれる｣まちを実現 

自然環境を守り、育て｢住みよい都市環境｣を実現 

｢夢と魅力｣のあるまち 
伊丹の実現 

豊かな生活空間 人間性あふれる 
 成熟社会をはぐくむ 市民自治のまち 
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２ 実施計画のコンセプト 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

｢夢と魅力｣のあるまち伊丹の実現 

｢安全・安心｣の 

まちの確立 

 

これからの地域を 

支える｢人づくり｣ 

都市機能と 

自然環境との調和 

１．保育所・幼稚園・学校が充実し、子どもたちが地域で健全に育つまち 

２．高齢者や障害者などすべての人が安心して暮らせる福祉のまち 

３．医療体制と健康づくり対策が充実した健康のまち 

４．落ちついて暮らせる、静かでゆとりのある住宅のまち 

５．緑が豊かで水辺でも親しめる、自然を生かしたまち 

６．事故や災害のない安全なまち 

平成１７年度市民意識調査 

伊丹らしさを意識した 

｢オンリーワン｣を実現 

人・モノ・情報の交流を促進し 

まちの活気・元気・パワーアップ 

市民が期待する将来像

新たな地域福祉の

推進と、健康を支え

る保健・医療の充実
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３ 実施計画の事業体系 

                 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

                      

｢
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る
ま
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実
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① 支え合いでつくる｢安全・安心｣のま

ちを実現 

○ 防災対策・危機管理システムの充実

○ 身近な防犯と安全対策の推進 

○ きめ細かな地域福祉の推進 

② 伊丹の未来を託す｢人づくり｣を実現 

○ 子どもたちの基礎学力の向上 

○ スポーツ、芸術文化の振興 

○ 安心して子育てできる環境づくり 

⑤ 地域資源を最大限いかし｢活気あふれる｣ 

まちを実現 

○ 多くの人々が集い、産業が興るまちづくり

○ 市民、地元企業とのパートナーシップに 

よる、にぎわいづくり 

○ 伊丹空港をいかしたまちづくり 

④ 自然環境を守り、育て｢住みよい 

都市環境｣を実現 

○ 市民と共に身近な自然環境づくり 

○ 地球環境にも配慮した循環型社会の実現

○ 都市内農業の多様な役割の見直し 

③ 自立と創造による｢オンリーワン｣を実現 

○ 伊丹の歴史を実感。歩いて楽しい街なみ 

づくり 

○ 歴史・文化都市として｢伊丹ブランド｣を 

全国発信 

○ 住みたい・訪れたいまち伊丹の魅力の 

整備 

■ 信頼される元気な組織と効果的な行財政運営 

○  行財政運営の大胆な改革 

○  自立的な行財政システムの構築 

○  市民サービスの向上にあわせた組織づくり 


